
様式第１号（第７条関係） 

江津市議会報告会実施報告書 

開催日時 令和元年 11月 15日（金）13時 00分～15時 00分 

開催場所 渡津地域コミュニティ交流センター体育館 

出席議員 

責任者 田中利徳 

報告者 河野正行／森川佳英／坂手洋介 

参加者 永岡静馬／藤田厚／石橋孝義／多田伸治／鍛治恵巳子 

森川和英 

記録者 藤間義明 

参加市民数             19人 

 

 

 

 

実

施

内

容

報

告 

 

 

 

議会報告 

総務文教委員会報告・・・坂手洋介 

建設厚生委員会報告・・・森川佳英 

予算・決算委員会報告・・河野正行 

議会報告

に対する

質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【議会報告に対する質疑応答】 

質疑応答なし 

【 意見交換 】 

・バスの年間パスポートがあれば助かるが 

・ニコニコ給食は独居老人のみであるが、高齢者全員に、そうした 

給食があれば、皆で話す機会にもなるので、増やしてほしい。 

・陽だまりカフェがあるが増やしてほしいい。 

・市営嘉戸住宅について 

今の市営嘉戸住宅は古くて移転お噂があるが、情報がほしい。 

草刈りは年に、２回はしてほしい。 

溝の鉄板が腐食して危険なので取り換えてもらいたい。 

空き住宅は、猫の住処になっていたり、火事になったらと心配し 

ている。 

・若い世代の活躍に期待している。世代間の分裂がない様、町の文 

化的なことや防災等若手世代に頑張ってもらいたい。 

・後継者が不足している。 

・コミュニティで部会を作ったが、なかなか活動が難しい。 

・高齢化が問題 

・運動会、敬老会、渡津まつり等で、小学校とのつながりがある。 

・より良いという考え方が人によって違うので方向性が定まらない 

・買い物、医療を受けるにあたり、移動手段が課題。 

・高齢・単身世帯が多く、何かあった時の体制作りが必要。 

・洪水、津波時の避難所として県施設、私立高校に交渉してほしい 

・独居老人等の避難確認をする方法が決まっていない（自主防災組 

織）。行政での対応をお願いしたい。 

・コミュニティと自治会の在り方が難しい（渡津は各自治会で活動 

することが多い。） 

・防災面で独居老人等に対する対応をしっかりする。 

・子どもを増やすため、若い世代が継続して働ける環境をつくる 

・医療、介護をしっかりと行ってほしい 



要望・意見等 
（意見交換に含む） 

その他 

特記事項 

 なし 

令和元年 12月８日 

江津市議会議長 森脇 悦朗 様 

 

広報広聴特別委員会委員長  田中 利徳  ㊞ 

  

 



様式第１号（第７条関係） 

江津市議会報告会実施報告書 

開催日時 令和元年 11月 16日（土）18時 00分～19時 30分 

開催場所 長谷地域コミュニティ交流センター集会室 

出席議員 

責任者 田中直文 

報告者 藤間義明／森脇悦朗／植田好雄 

参加者 藤田厚／石橋孝義／森川佳英／森川和英 

記録者 田中利徳 

参加市民数             17人 

 

 

 

 

実

施

内

容

報

告 

 

 

 

議会報告 

総務文教委員会報告・・・藤間義明 

建設厚生委員会報告・・・植田好雄 

予算・決算委員会報告・・森脇悦朗 

議会報告

に対する

質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【議会報告に対する質疑応答】 

Ｑ．若い世代の減少を食い止めるには、雇用の場を確保することが 

大事だと思うが。  

Ａ．工業団地への企業誘致や既存企業の事業拡張等により雇用の 

場の確保に務めている。 

Ｑ．以前、学童保育を希望したが、断られたという話を聞いたが。 

Ａ．江津市では６年生までの希望者は全員受け入れすることとし 

ている。（後日、問題の事実確認を行い解決済） 

【 意見交換 】 

◎地域コミュニティ組織への参加について 

・高齢者が多い中、様々な役が同じ人に集中し、コミュニティを通 

さず各種団体から頼みごとをされることが多い。 

・働き世代は参加が難しい、コミュニティも行事をこなすのが精一 

杯の状況にある。 

・神楽など楽しいことなら若い人も積極的に参加し、教えるにも 

張り合いがある。 

◎防災対策について 

・自主防災組織が立ち上がっていない。災害に対する危機感がない 

・自主防災の必要性の説明会は行われたが、今一歩立ち上げるまで 

にはなっていない。 

・コミュニティ交流センターを避難場所とした場合には、４地区全 

員が避難するには無理がある。台所がない（近くの生活改善セン 

ターにはある）等多くの課題がある。 

・八戸の人に長谷に避難させるには、遠くて行けない。小さい単位、 

４地区の中で自主防災や避難について相談し、小さな単での検討 

から始めたい。 

・ハザードマップを利用した防災訓練をした方が良い。 

・今日の会で、先ずは自主防災について地域で話し合うことが大切 

ということが確認された。 

◎少子高齢化問題について 

・70歳以上の者が多くなり、地域の草刈りや神楽の担い手不足な 

ど課題が増えている。 



 

 

・かつては、若者呼び戻し運動をおこなったこともあった。 

・子どもがいない。今年も６人生まれたが、地域に大きな団地をつ 

くるとか、土地を無償提供するとか、何らかの対策はできないか。 

・近隣で、邑南町の子育て支援が良く、同じ中山間地に住むなら邑 

南町へとなる。 

・結婚しない者が増えた。昔は、青年団などで知り合ったりもした 

が、今はない。相談所が必要だ。 

・冬の道路確保には、行政は除雪など早い対応ができている。 

・高齢化が進んでも、自動車を運転しないと生活できない。危険を 

感じているが、免許を返納すれば、買い物、通院などたちまち困 

ることになる。 

・安全装置設置の補助金はあるのか。 

・生活バスは、有効なルートや時間をきめ細やかに設定しての運営 

をお願いしたい。 

・旭インターから長谷を通って跡市に接続するルートを検討すべ 

き。 

要望・意見等 （意見交換に含む） 

その他 

特記事項 

 なし 

令和元年 12月 17日 

江津市議会議長 森脇 悦朗 様 

 

広報広聴特別委員会委員長  田中 利徳  ㊞ 

  

 



様式第１号（第７条関係） 

江津市議会報告会実施報告書 

開催日時 令和元年 11月 24日（日）10時 00分～11時 30分 

開催場所 黒松地域コミュニティ交流センター集会室 

出席議員 

責任者 石橋孝義 

報告者 藤田厚／永岡静馬／山根兼三郎 

参加者 田中利徳／多田伸治／森川和英 

記録者 森川佳英 

参加市民数              22人 

 

 

 

 

実

施

内

容

報

告 

 

 

 

議会報告 

総務文教委員会報告・・・藤田厚 

建設厚生委員会報告・・・山根兼三郎 

予算・決算委員会報告・・永岡静馬 

議会報告

に対する

質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換 

 

 

 

 

 

 

【議会報告に対する質疑応答】 

Ｑ 済生会合津総合病院（２億６１７６万円）の改革・経営・現状

についてはどうか。 

Ａ 2019 年度は黒字になり、赤字の原因は医師不足で全国的に起

きている。経営・医療機器支援を行っている。青天井に支援す

るわけではなく、本部と独自の経営努力が不可欠である。病院

がなくなれば困るのは、市民である。 

Ｑ 補正予算について、国庫補助金返還金（精算返還金）の額（5356

万円）は適切かどうか。 

Ａ 大体年度末に発生するが、これぐらいは毎年ある。 

【 意見交換 】 

◎防災対策について 

・自主防災組織で毎年訓練を行っているが、最近は想定外の災害が 

多発している。特に、地震、津波等で、黒松地域コミュニティ交 

流センターや法正寺は避難場所となっているが、耐震強度が足り 

ないので心配している。「合歓の郷」の施設が耐震補強している 

ので、災害時には受け入れをお願いしている。（センター長談） 

・黒松駅の待合室も活用できる。 

・避難場所には、災害用の備品（テント・毛布など）を用意してほ 

しい。また、発電機、車椅子、寝袋、電灯などを町内 4か所に用 

意している。（センター長談） 

 ・津波、水害も心配で対策をお願いしたい。 

◎地域について 

・地域コミュニティ交流センターのトイレが、男女共同になってい 

て使いにくい。男女別のトイレに改修したい。（センター長談） 

 ・大島まつり（港まつり）、盆踊りは 2日間開催されるが、他地区

の協力が必要で、今後も継続されるか心配している。 

 ・黒松では他地区と比べて、若い方が亡くなっている。魚等の食生

活・習慣で塩の取りすぎ。 

 ・自分で野菜などを作って、多く出来たものを地域住民に食べて 

もらう工夫があればよいと思う。 

 ・高齢者に一人暮らしが多くなっている。買い物も困っている。 



食事の配食があるが、もう少し範囲を広げることはできないか。 

 ・森医院がなくなり、花田医院などに通っているが今後が心配であ

る。 

 ・旧保育所施設を残してほしい。ニコニコ給食など高齢者・ボラン

ティア・社協・倉庫などに使うのに、広さがちょうどよい。 

 ・黒松地区には市・県河川があり、河口閉塞の浚渫時に浚渫を行っ

ているが、市・県作業を同時にできないか。経費の無駄ではない

か。 

 ・風力発電を海岸に設置するときの説明では、20年間で撤去すると

いう約束だったがどうなっているのか。 

 ・議会報告会の説明が分かりづらい。 

 ・高齢者には、防災行政無線の放送が 1回では聞き取りにくい。繰

り返して放送してほしい。 

 ・国道浅利トンネル付近に街灯がないところがあり、高校生や学生

が帰宅するのに危険なので考えてもらいたい。 

 ・通学路の側溝等に草が生えて、歩くのに支障がある。何とかして

もらえないか。 

要望・意見等 
（意見交換に含む） 

その他 

特記事項 

 なし 

令和元年 12月 16日 

江津市議会議長 森脇 悦朗 様 

 

広報広聴特別委員会委員長  田中 利徳  ㊞ 

  



様式第１号（第７条関係） 

江津市議会報告会実施報告書 

開催日時 令和元年 11月 15日（金）10時 00分～10時 20分 

開催場所 敬川地域コミュニティ交流センター集会室 

出席議員 

責任者 森川和英 

報告者 藤田厚／多田伸治／鍛治恵巳子 

参加者 永岡静馬／石橋孝義／森川佳英／植田好雄 

記録者 藤間義明 

参加市民数              0人 

 

 

 

 

実

施

内

容

報

告 

 

 

 

議会報告 

総務文教委員会報告・・・藤田厚 

建設厚生委員会報告・・・鍛治恵巳子 

予算・決算委員会報告・・多田伸治 

議会報告

に対する

質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換 

 

 

 

 

 

 

 約一か月前より、地域コミュニティ等へ依頼し、地域住民の皆様

に参加を呼び掛けたものの、定刻になっても住民の皆さんの参加は

なかった。一時間かけて準備をした会場を片付け、午前 10 時 20 分

に敬川地区での議会報告会の中止を決定した。誠に残念であるが、

今後このような事態を招かない様に広報広聴特別委員会で振り返り

を行い対策を検討することとする。 

 

 

 

【議会報告に対する質疑応答】 

実施せず 

 

【 意見交換 】 

実施せず 

要望・意見等 

（意見交換に含む） 

その他 

特記事項 

 なし 

令和元年 12月８日 

江津市議会議長 森脇 悦朗 様 

 

広報広聴特別委員会委員長  田中 利徳  ㊞ 

 


